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近
年
カ
テ
ー
テ
ル
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
治
療

（
Ｉ
Ｖ
Ｒ
）と
従
来
の
手
術
を
併
用
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
手
術
の
発
展
は
目
覚
ま
し
く
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
症

例
に
、
よ
り
低
侵
襲
な
治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
を
よ
り
高

精
度
、
安
全
に
完
遂
す
る
た
め
に
誕
生
し
た
の
が
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
で
あ
る
。
従
来
の
手
術
室
に
高

機
能
の
据
え
置
き
型
血
管
造
影
装
置
を
設
置
し
、
さ

ら
に
周
辺
機
器
を
統
合
す
る
こ
と
で
、
よ
り
高
度
な

手
技
を
行
え
る
よ
う
な
設
計
に
な
っ
て
い
る
。

　

当
院
で
は
、
従
来
よ
り
手
術
室
に
モ
バ
イ
ル
Ｃ

ア
ー
ム
を
搬
入
し
て
胸
部
・
腹
部
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
治
療
を
行
っ
て
き
た
が
、
よ
り
高
度
な
手
技
を
行

う
に
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
は
大
変
望
ま
し
い

環
境
で
あ
る
。
ま
た
、
ハ
イ
リ
ス
ク
大
動
脈
弁
狭
窄

症
を
対
象
と
し
た
経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
留
置
術

（T
ranscatheter A

ortic V
alve Im

plantation

：

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）
は
、
２
０
１
３
年
保
険
償
還
さ
れ
て
以

来
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を
行
う
た
め
の

施
設
基
準
に
は
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
手
術
室
を
有
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
脳
外
科
、
整
形
外
科
、
救
急
領
域
で
も

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
は
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
背
景
に
、
当
院
で
は
15
年
度

に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
導
入
を
立
案
し
、
16
年
1

月
完
成
、
運
用
を
開
始
し
た
（
図
１
）。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
設
計
の
概
要

　

心
臓
血
管
外
科
、
循
環
器
内
科
、
脳
外
科
、
麻
酔

科
、
放
射
線
科
な
ど
の
関
連
科
お
よ
び
看
護
部
、
放

射
線
科
、
臨
床
工
学
科
、
事
務
局
な
ど
複
数
職
種
か

ら
な
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、
設
計
事

務
所
と
協
議
を
重
ね
た
。
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
施
設
基
準
と

し
て
、
手
術
室
面
積
が
60
㎡
以
上
が
推
奨
さ
れ
る
と

い
う
項
目
が
あ
る
。
心
臓
血
管
外
科
が
使
用
し
て
い

た
手
術
室
を
改
築
し
、
約
70
㎡（
7
×
10
ｍ
）の
面
積

を
確
保
し
た
。
設
計
事
務
所
の
作
成
し
た
図
面
を
も

と
に
、
手
術
台
の
中
心
の
位
置
、
透
視
装
置
の
選
定
、

Ｃ
ア
ー
ム
レ
ー
ル
の
設
置
、
モ
ニ
タ
や
無
影
灯
の
数

や
配
置
、
そ
れ
を
装
着
す
る
シ
ー
リ
ン
グ
ペ
ン
ダ
ン

ト
の
位
置
等
を
詳
細
に
決
め
て
い
く
作
業
を
続
け
た
。

　

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
院
内
に
経
験
者
が
い
な

か
っ
た
た
め
、
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
実
施
施
設
で
あ
る
大
阪
大

学
心
臓
血
管
外
科
か
ら
外
部
委
員
を
招
聘
し
、
意
見

を
仰
い
だ
。
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
実
施
中
、
緊
急
で
開
心
術
に

移
行
す
る
場
合
、
よ
り
速
や
か
に
Ｃ
ア
ー
ム
を
退
避

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
血
管
内
治
療
以
外
の

手
術
時
に
は
、
Ｃ
ア
ー
ム
が
邪
魔
に
な
ら
な
い
位
置

に
パ
ー
キ
ン
グ
で
き
る
方
が
快
適
に
手
術
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
Ｃ
ア
ー
ム
の
自
由

度
の
大
き
さ
が
優
先
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
モ
ニ
タ
の
画
質
、

透
視
台
の
操
作
性
の
よ
さ
な
ど
も
優
先
項
目
で
あ
っ

た
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
有
す
る
他
施
設
へ
の

見
学
を
行
い
、
モ
ニ
タ
の
画
質
、
手
術
台
の
操
作
性

な
ど
を
確
認
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
な

ど
の
周
辺
機
器
が
Ｃ
ア
ー
ム
の
可
動
を
妨
げ
な
い
よ

う
に
配
慮
し
た
。
２
次
元
の
図
面
で
は
３
次
元
の
位

要
旨
：
カ
テ
ー
テ
ル
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
治
療

の
目
覚
ま
し
い
発
展
に
伴
い
、
高
度
な
機
能
を
有

し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
需
要
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
。
当
院
で
は
２
０
１
５
年
度
に
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
導
入
を
立
案
、
16
年
1
月
よ

り
運
用
を
開
始
し
た
。

今、いちばん新しい手術室─画像情報編

手 術室での 効果 検 証

特 集
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最新のモジュール構造による
ハイブリッド手術室設計の概要と今後への期待

独立行政法人労働者健康安全機構 関西労災病院
心臓血管外科

吉龍正雄
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置
関
係
が
分
か
り
に
く
く
、
時
に
３
Ｄ
ソ
フ
ト
で
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
手
術
室
の
設
計
と
い

う
慣
れ
な
い
作
業
で
あ
っ
た
が
、
幸
い
当
院
は
11
年

に
手
術
室
の
改
修
工
事
を
経
験
し
、
そ
の
時
の
ス

タ
ッ
フ
が
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
議
論
が
進
ん
だ
。

　

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
、
大
動
脈
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
挿
入
術

以
外
に
も
、
脳
血
管
を
は
じ
め
と
す
る
全
身
の
Ｉ
Ｖ

Ｒ
に
加
え
、
人
工
心
肺
を
用
い
た
心
臓
血
管
外
科
手

術
を
含
め
た
通
常
の
手
術
に
も
幅
広
く
対
応
で
き
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
。
新
し
い
手
術
室
を
作
る
と
い

うcreative

な
作
業
は
、困
難
も
あ
っ
た
が
、ス
タ
ッ

フ
の
距
離
感
も
縮
ま
り
、有
意
義
な
時
間
で
あ
っ
た
。

血
管
撮
影
装
置
お
よ
び
Ｃ
ア
ー
ム
（
図
２
）

　

血
管
撮
影
装
置
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
製

A
lluraClarity FD

20C

を
導
入
し
た
。

　

A
lluraClarity FD

20C

は
、
38
㎝
×
30
㎝
の
16

ｂ
ｉ
ｔ
の
Ｆ
Ｐ
Ｄ
を
搭
載
し
、
高
い
濃
度
分
解
能
を

有
し
、微
小
血
管
を
明
瞭
に
描
出
し
て
治
療
を
サ
ポ
ー 

ト
す
る
。
Ｆ
Ｐ
Ｄ
の
性
能
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、

低
Ｘ
線
出
力
で
高
画
質
を
実
現
す
る
最
先
端
か
つ
最

新
の
技
術
で
あ
るClarityIQ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
搭

載
し
て
お
り
、
患
者
、
術
者
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
被

ば
く
を
大
幅
に
低
減
し
、
か
つ
従
来
以
上
の
高
画
を

取
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
挿
入
術
に
お
い
て
も
61
％
の
Ｘ
線
照
射
を
低
減
で

き
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る１

。

　

こ
の
装
置
の
Ｃ
ア
ー
ム
はFlexM

ove

と
称
し
、

可
動
域
が
広
い
と
い
う
長
所
が
あ
る
。
天
井
走
行

レ
ー
ル
を
Ｃ
ア
ー
ム
の
長
手
方
向
へ
５
４
０
０
㎜
、

横
方
向
へ
２
６
０
０
㎜
移
動
幅
を
大
き
く
広
げ
、
Ｃ
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図１　ハイブリッド手術室　2016 年 1 月完成

図２　Ｃアーム　FlexMove

図３　通常手術時のＣアームの位置　①Ｃアーム　②麻酔科医　③第一助手
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ア
ー
ム
の
稼
働
域
を
患
者
の
頭
尾
方
向
の
み
な
ら

ず
、
左
右
方
向
へ
大
幅
に
拡
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
の
患
者
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、

術
野
か
ら
の
完
全
退
避
等
、
必
要
に
応
じ
て
Ｃ
ア
ー

ム
を
自
在
に
配
置
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
手
技

中
に
も
迅
速
に
安
全
に
Ｃ
ア
ー
ム
の
挿
入
、
退
避
が

行
え
る
。
パ
ー
キ
ン
グ
位
置
の
有
効
範
囲
が
大
き
い

の
で
、
通
常
の
手
術
時
に
は
手
術
テ
ー
ブ
ル
か
ら
の

退
避
距
離
を
十
分
確
保
で
き
る
（
図
３
）。

　

Ｉ
Ｖ
Ｒ
に
先
行
し
て
観
血
手
術
を
併
用
す
る
場
合

に
も
、
必
要
な
ス
タ
ン
バ
イ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
実
現
で

き
る
（
図
4
）。
広
範
囲
の
稼
働
を
実
現
す
る
た
め

に
長
い
ケ
ー
ブ
ル
が
必
要
で
あ
る
が
、
ケ
ー
ブ
ル
は

天
井
に
格
納
さ
れ
な
が
ら
移
動
を
行
え
る
た
め
、
安

全
に
清
潔
に
移
動
が
行
え
る
。
ま
た
、
レ
ー
ル
の
間

に
術
野
の
清
潔
を
確
保
す
る
た
め
の
Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ
フ
ィ

ル
タ
ー
を
搭
載
し
、
高
い
清
潔
度
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

血
管
撮
影
装
置
と
専
用
手
術
テ
ー
ブ
ル
の

イ
ン
テ
グ
レ
ー
ト
（
図
５
）

　

血
管
撮
影
装
置
に
は
専
用
の
カ
テ
ー
テ
ル
テ
ー
ブ

ル
が
存
在
す
る
が
、
今
回
の
導
入
で
は
、
手
術
テ
ー

ブ
ル
の
マ
ッ
ケ
社 M

agnus

テ
ー
ブ
ル
と
の
組
み

合
わ
せ
を
選
択
し
た
。M

agnus

テ
ー
ブ
ル
は
Ｘ
線

照
射
で
使
用
す
る
際
に
カ
テ
ー
テ
ル
テ
ー
ブ
ル
同
様

な
フ
ラ
ッ
ト
な
天
板
形
状
で
あ
る
カ
ー
ボ
ン
テ
ー
ブ

ル
ト
ッ
プ
を
装
着
し
て
使
用
に
加
え
、
テ
ー
ブ
ル

ト
ッ
プ
を
万
能
テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
に
代
え
る
こ
と
に

よ
り
、
通
常
の
手
術
台
と
同
じ
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

　

血
管
撮
影
装
置
と
は
イ
ン
テ
ー
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
設

計
が
施
さ
れ
て
お
り
、
血
管
撮
影
装
置
の
操
作
卓
か

ら
手
術
台
の
操
作
が
可
能
で
あ
る
。
安
全
機
構
に
関

し
て
も
非
接
触
式
衝
突
安
全
機
構
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド

を
採
用
し
て
お
り
、
血
管
撮
影
装
置
と
同
等
の
安
全

性
を
確
保
し
て
い
る
。
組
み
合
わ
せ
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
も
制
限
は
な
く
、
３
Ｄ
血
管
撮
影
機
能
や

Ｃ
Ｔ
ラ
イ
ク
イ
メ
ー
ジ
が
可
能
で
あ
る
。

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
モ
ニ
タ
（
図
５
、
６
）

　

将
来
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
導
入
を
想
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
58
イ
ン
チ
の

大
型
カ
ラ
ー
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
Ｌ
Ｃ
Ｄ
モ
ニ
タ

FlexV
ision

を
2
台
を
対
と
し
た
独
立
懸
垂
タ
イ

プ
を
採
用
し
た
。FlexV

ision

は
、
画
面
レ
イ
ア

ウ
ト
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
自
由
に
変
更
で
き
る
。

　

直
観
的
な
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
操
作
で
、
レ
イ
ア
ウ
ト

変
更
、
表
示
信
号
の
選
択
、
切
り
替
え
が
可
能
で
あ

今、いちばん新しい手術室─設備編特別企画
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図４　ハイブリッド手術時のＣアームスタンバイポジション

図５　専用テーブルと大型モニタ（２面）
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る
た
め
、
手
技
中
に
必
要
な
情
報
を
必
要
な
大
き
さ

で
、
必
要
と
さ
れ
る
見
や
す
い
位
置
へ
表
示
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
プ
リ
設
定

表
示
は
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
可
能
で
、
各
手
技
、
術
者
ご

と
へ
対
応
も
可
能
で
あ
る
。

３
Ｄ
ラ
イ
ブ
イ
メ
ー
ジ
ガ
イ
ダ
ン
ス（
図
６
）

　
「V

essel N
avigator

」
は
、
ラ
イ
ブ
Ｘ
線
透
視

画
像
と
術
前
の
Ｃ
Ｔ
画
像
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
を
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
さ
せ
る
機
能
を
持
つ
３
Ｄ
ラ
イ
ブ
イ
メ
ー
ジ

ガ
イ
ダ
ン
ス
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
一
度
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

さ
せ
る
と
、
Ｃ
ア
ー
ム
や
テ
ー
ブ
ル
の
動
き
に
も
同

期
し
て
展
開
で
き
、
複
雑
な
血
管
の
分
枝
も
容
易
に

把
握
で
き
る
。
術
前
の
画
像
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
造
影
剤
を
使
用
し
て
の
撮
影
回
数
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
、
複
雑
な
血
管
走
行
に
沿
っ
た
カ
テ
ー
テ

ル
操
作
も
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。

　
「V

essel N
avigator

」
に
よ
り
造
影
剤
使
用
量

を
70
％２

、
処
置
時
間
を
18
％３

低
減
す
る
と
の
研
究
発

表
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
低
侵
襲
な
治
療
に
寄

与
す
る
こ
と
が
実
現
す
る
。

血
管
撮
影
装
置
と
３
Ｄ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
シ
ス
テ
ム

を
融
合
す
るE

cho N
avigator

（
図
７
）

　

高
機
能
３
Ｄ
超
音
波
装
置
と
し
て
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

社
製EPIQ

7

も
導
入
し
た
。
現
在
は
、
主
に
経
食

道
エ
コ
ー
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
ま
だ
、
当
院
で

は
使
用
し
て
い
な
い
が
「Echo N

avigator

」
と

い
う
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
1
つ
の
モ
ニ
タ
上
に
ラ
イ
ブ
透
視
画
像

と
経
食
道
エ
コ
ー
画
像
を
統
合
さ
せ
た
ラ
イ
ブ
イ

メ
ー
ジ
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
で
あ
る
。
透
視
画
像
で
経

食
道
エ
コ
ー
の
ブ
ロ
ー
ブ
の
先
端
を
画
像
認
識
し
、

エ
コ
ー
の
照
射
方
向
を
透
視
画
像
と
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ

ズ
し
て
、
透
視
画
像
上
で
術
者
の
見
た
い
方
向
に
超

音
波
プ
ロ
ー
ブ
を
操
作
で
き
る
。

　

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を
は
じ
め
と
し
て
、
将
来
的
に
本
邦
で

も
使
用
が
期
待
さ
れ
て
い
るM

itraClip

を
用
い
た

憎
帽
弁
修
復
術
や
経
皮
的
左
心
耳
閉
鎖
術
等
、
新
た

な
デ
バ
イ
ス
を
使
用
し
たStructure H

eart 
D

isease

の
手
技
で
威
力
を
発
揮
す
る
ツ
ー
ル
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

手
術
室
内
装
（
図
１
、
８
）

　

内
装
は
マ
ッ
ケ
社V

A
RIO

P

シ
ス
テ
ム
を
採
用
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図６　Vessel Navigator　透視画像上に 3DCT 画像をフュージョ ン

図７　Echo Navigator　透視画像上にエコー画像をフュージョン
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し
た
。
壁
面
植
え
込
み
型
モ
ニ
タ
な
ど
を
活
用
し
、

壁
面
の
凸
凹
を
可
能
な
限
り
な
く
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
非
常
に
衛
生
的
な
手
術
室
環
境
を
実
現
し
た
。

電
気
、
医
療
ガ
ス
供
給
お
よ
び
無
影
灯
な
ど
は
シ
ー

リ
ン
グ
ペ
ン
ダ
ン
ト
に
て
必
要
な
場
所
に
供
給
し

た
。
映
像
の
配
置
、
録
画
、
カ
メ
ラ
撮
影
な
ど
、
煩

雑
に
な
り
が
ち
な
映
像
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
手
術
室
統

合
シ
ス
テ
ムT

EGRIS

に
て
集
約
し
、
手
術
室
内

の
外
回
り
導
線
の
整
理
と
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
改
善
を

行
い
、す
っ
き
り
し
た
環
境
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
サ
ー
ジ
カ
ル
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
機
能
も
搭
載
し
て
お
り
、
医
療
安
全
対
策
の
面

で
も
工
夫
も
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
ア
ー
ム
レ
ー
ル
間
の

Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ
フ
ィ
ル
タ
ー
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
内
蔵
の
も
の
を

採
用
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
手
術
台
直
上
か
ら
の
照
明
が
可
能
と

な
り
、
術
野
の
み
な
ら
ず
器
械
出
し
ナ
ー
ス
の
手
元

を
明
る
く
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
（
図
9
）。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
協
議
を
重
ね
て
い
く
う
ち

に
、
チ
ー
ム
の
結
束
力
が
高
ま
り
、
い
つ
し
か
最
高

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
作
り
た
い
と
い
う
目
標

を
共
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
内
装
の
カ

ラ
ー
デ
ザ
イ
ン
や
床
面
な
ど
も
、十
分
話
し
合
っ
た
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
導
入
後
の
効
果

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
使
用
開
始
か
ら
５
ヵ
月
が

過
ぎ
た
。
完
成
し
た
手
術
室
は
、
想
像
以
上
に
素
晴

ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
白
と
青
を
基
調
と
し
、
壁

面
の
凹
凸
を
な
く
し
た
室
内
は
、
明
る
い
清
潔
感
の

あ
る
空
間
を
生
み
出
し
、
ス
タ
ッ
フ
のm

otivation

を
高
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｖ
Ｒ
は
週
2
〜
3
例
の
ペ
ー
ス

で
行
わ
れ
て
お
り
、
血
管
内
治
療
の
手
術
時
間
は
短

今、いちばん新しい手術室─設備編特別企画
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図８　壁画植え込み型モニタ

図９　LED 内蔵 HEPA フィルター
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縮
さ
れ
、
難
易
度
の
高
い
手
術
も
、
よ
り
安
全
に
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
通
常
の
手
術
も
、
よ
り
快
適

に
行
わ
れ
て
い
る
。
最
新
の
手
術
室
を
生
か
せ
る
よ

う
、
今
後
も
高
度
な
手
術
に
よ
り
安
全
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

＊

　

以
上
、当
院
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
に
つ
い
て
、

立
案
か
ら
完
成
、
現
在
ま
で
の
短
期
間
で
の
使
用
経

験
に
基
づ
い
た
私
見
を
披
露
し
た
。
た
だ
、
言
う
ま

で
も
な
く
、
当
院
の
採
用
し
た
メ
ー
カ
ー
が
他
の

メ
ー
カ
ー
に
比
べ
有
意
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
主
旨

の
も
の
で
は
な
く
、
他
社
の
製
品
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の

利
点
が
あ
り
、
優
れ
た
製
品
も
数
多
く
あ
る
こ
と
を

末
尾
な
が
ら
付
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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